
02 	トピックス 「カルデラの森」森林環境保全整備活動・令和５年中学２年生村内視察研修 ほか
05 	健康支援センターだより 目の愛護デー・献血へのご協力ありがとうございました ほか
08 	むらの事件簿	全道秋の火災予防運動実施について・薄暮時間帯の事故防止 ほか
09 	お知らせ伝言板 農業委員会だより・個別的労使紛争あっせん制度のご案内 ほか
16 	赤井川村写真館・編集後記 
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０
1

村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

まるっとカルデラ農村フェス／2023年9月9,10日
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令和５年中学２年生村内視察研修
2023.8.29　赤井川村内

　８月29日（火）、赤井川中学校２年生を対象とした村内視察研修
が行われました。
　今年は、戸長役場跡や曲川遺跡、轟鉱山地区、馬鉄銅像、
五十万坪駅逓所跡、株式会社あったべや（常盤地区山口牧場）、キ
ロロリゾートのコンドミニアム等の視察を行いました。
　また、教育委員会では村内の歴史的建造物の跡地に標柱を立て
ていますが、主な標柱の設置場所を合わせて回り、赤井川村の歴
史についても説明しました。
　普段はあまり見られない場所、行くことができない場所を見学す
ることができて、有意義な時間となったのではないでしょうか。

赤井川小学校１日防災学校
2023.8.29　赤井川小学校

　８月29日（火）赤井川小学校において、１日防災学校が行わ
れました。
　避難訓練を行った後、学年ごとに分かれ、１・２年生は北後
志消防組合赤井川支署より消防車の見学、３・４年生は岩内町
の消防設備の保守点検等を行っている会社の方を講師に招き、
校舎の消防設備等の説明を行っていただき、５・６年生は水の
入った消火器を使用し消火体験を行いました。
　午後からは、役場職員をゲストティーチャーに招き、「赤井
川村に10日間雨が降り続いたら？」というテーマで授業を行い、
赤井川村のハザードマップなどを用い、どのような被害が想定
されるかを考えていました。
　１日防災学校は「防災」について学び、考える良い機会になっ
たのではないでしょうか。

「カルデラの森」森林環境保全整備活動
2023.8.26　赤井川村内

　石狩森林管理署との協定に基づく、冷水峠展望所の森林整備
を８月26日（土）に開催し、40名の参加を頂いてカラマツの枝打ち、
雑木の伐採を行いました。
　当日は好天で気温も非常に高く、移動範囲が広がっていたり、
雑木も成長していて伐採に時間と体力を必要とするなど、皆さん汗
だくで作業して頂きました。ありがとうございました。
　整備範囲も広がっており、環境保全活動の内容を検討しながら、
来年度以降も地域ぐるみの活動として継続していきますので、皆さ
んのご参加をお待ちしています。
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後志の６村による連携協定の締結
2023.9.1

　９月１日（金）に「後志のむら」災害時相互応援協定が締結されま
した。
　この協定は、島牧村、真狩村、留寿都村、泊村、神恵内村、及
び赤井川村のいずれかの地域で、大規模な災害が発生した場合に
おいて、災害時に被災した村が応急対策等を円滑に遂行できるよ
うに、協定村が被災村の要請に対して、応援を行うことを取り決め
たものです。

Topics

令和５年度巡回小劇場
2023.9.4　赤井川小学校

　９月４日（月）赤井川小学校にて、巡回小劇場を開催しました。普段あまり触れることのない演劇や音楽、古典
芸能などを身近に感じてもらおうと毎年行っている事業で、今年は「演劇」です。
　演目は、劇団民話芸術座による「寝太郎物語」を演じていただきました。
　「寝太郎物語」は、「権力者に対するための知恵とは何か？」をテーマに現代社会に通じることを描いた、笑い
あり涙ありの心温まる物語です。「三年寝太郎」という民話をモチーフにした演劇です。
　劇中では、小学校の児童一人が子役として出演しており、会場内では誰が演じるのか、また、出番はいつなの
かをとても楽しみにしているようでした。
　子役として出演した児童は、演者の皆さんと当日初めて会い、一緒にリハーサルを行いましたが、その日にあっ
たとは思えないほど立派に役を演じていました。
　子供たちは、プロの役者が目の前で演じることで、実際に目で見て、耳で聞いて感じられる、話し方、間の取り方、
声の大きさ、表情、体の動かし方など、「表現すること」を学んでもらえたのではないかと思います。
　子供たちにとって、とても貴重な体験になったのではないでしょうか。
　劇団民話芸術座の皆さん、本当にありがとうございました。来年度の巡回小劇場は「古典芸能」です。

赤井川村立小学校適正配置検討委員会
2023.8.30　赤井川村役場

　８月30日（水）、赤井川村立小学校適正配置検討委員会を開催し
ました。
　第１回目となる今回は、委員の方々へ辞令交付を行い、検討委
員会の委員長、副委員長を選任した後、根井教育長から学校の管
理者、設置者の確認をし、この委員会設置に至るまでの学校運営
協議会や各懇談会などの経過、児童数・学級数の推移などについ
て説明を行いました。
　また、次回以降の協議内容について委員の方々に確認していた
だくとともに、次回は１か月程度空けた９月下旬に開催を予定しま
すので、それまでの間に、委員の方々にはそれぞれ地域や団体の方々
の考えを聞いたり、ご自分の考えを整理するなどして持ち寄ってい
ただくようお願いして会議を終了しました。
　次回以降の検討委員会の開催結果についても、村のホームペー
ジ等にてお知らせします。
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まるっとカルデラ農村フェス
2023.9.9,10　カルデラ公園

　９月９日、10日にカルデラ公園にて「まるっとカルデラ農村フェス」
が開催されました。当日は天候にも恵まれ、たくさんの方が来場さ
れました。
　会場ではあかいがわの旬の味覚だけでなく、神恵内村や福岡県
の上毛町（こうげまち）、キッチンカーやその他企業などの出店があ
り、様 な々グルメを楽しむことが出来ました。
　また、農業体験をモチーフとしたあかりんピックやポイントメグリ
ラリー、お祭り縁日、太鼓演奏、お笑いステージの発表、BINGO
大会など、食以外でもたくさんの楽しみがあり、食べて、見て、聞いて、
五感すべてで楽しめるお祭りになりました。

　7月より赤井川村地域おこし協力隊として約２か
月間活動を行ってきました。
　まずは自分が赤井川村を知ることから始めよう
と思い、いろいろな場所に出向き、お話を聞いた
り、美味しいものを頂いたりと活動しています。そ
の経験を赤井川村情報、そしてふるさと納税情報
としてWEBで発信しているのですが、北海道内は
もちろん愛知、神奈川といった地域の方々からも
閲覧していただき嬉しく思っています。皆さんが共
通して興味を示したものは、やっぱり「美味しいも
の」そして、「美しい景色」でした。私も実際に頂い
たのですが、道の駅で販売している「とらのしっぽ」
は、写真からも美味しさが伝わったのか多くの方
からWEBでアクションを頂き本当にありがたく思
っています。
　これからも、引き続き赤井川村をPRできればと
思っています。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.５　地域おこし協力隊　富澤　麻由子

　

こ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

〇
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て

　

い
て
通
行
に
支
障
が
あ
る

〇
道
路
の
案
内
標
識
が
わ
か
り

　

に
く
い

〇
登
記
や
年
金
に
つ
い
て
聞
き

　

た
い
こ
と
が
あ
る

〇
ど
こ
の
役
所
に
相
談
し
た
ら

　

よ
い
か
分
か
ら
な
い

　

行
政
相
談
員
は
、
あ
な
た
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す

〇
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の

皆
様
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
開
設
日
時

　

10
月
13
日
（
金
）

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
開
設
場
所

　

赤
井
川
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

　

相
談
は
、
行
政
相
談
所
以
外

で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ご
意
見
・
ご
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

当
村
の
行
政
相
談
員
は
、
伊

藤
幸
夫
さ
ん　

字
赤
井
川
（
１

町
内
）
で
す
。

　

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
函
館
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

　
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

（
℡
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
）

ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
不
動

産
を
相
続
し
た
場
合
の
登
記
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

今
の
う
ち
か
ら
、
相
続
し
た

土
地
・
建
物
の
相
続
登
記
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
司
法
書
士
会
「
相
続
登

　

記
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　
（
平
日
12
時
～
15
時
）

　

℡
０
１
１

－

２
１
１

－

６
６
６
５

◇
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

相
続
登
記
の

申
請
義
務
化

Topics

行
政
相
談
週
間
で
す

10
月
16
日
（
月
）～
22
日
（
日
）
は　
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10月は住民健診・がん検診があります。お申し込
みいただいた方は問診票・健康保険証を忘れずに
受診してください。

　

毎
年
10
月
10
日
は
、
目
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
「
目
の
愛

護
デ
ー
」
で
す
。
10
を
横
に
す

る
と
「
1
」
が
眉
毛
で
「
0
」

が
目
に
み
え
る
こ
と
か
ら
10
月

10
日
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
人

間
が
得
る
情
報
の
80
％
は
視
覚

か
ら
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で

す
。

　

日
本
に
お
け
る
中
途
失
明

の
原
因
第
１
位
は
緑
内
障
で

す
。
視
野
の
中
に
見
え
な
い
部

分
が
で
き
、
そ
れ
が
徐
々
に
広

が
っ
て
い
く
病
気
で
す
。
視
野

が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
か
な

か
気
付
か
ず
、
失
明
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
視

野
の
欠
損
に
な
か
な
か
気
付
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
片
目

に
見
え
な
い
部
分
が
あ
っ
て
も
、

反
対
側
の
目
で
補
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
ま
た
、
片
目
で
見

た
場
合
で
も
、
あ
る
程
度
の
欠

損
な
ら
、
欠
け
た
部
分
を
脳
の

働
き
で
補
っ
て
し
ま
い
、
異
常

に
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
緑

内
障
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の

で
、
数
年
ご
と
に
眼
科
を
受
診

し
、
眼
底
検
査
や
視
野
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
「
令
和

3
年
度
学
校
保
健
統
計
」
に

よ
る
と
子
ど
も
の
裸
眼
視
力

１
．
０
未
満
の
割
合
は
、
幼
稚

園
で
は
24
．
81
％
、
小
学
生
は

36
．
87
％
、
中
学
生
は
60
．
66

％
、
高
校
生
は
70
．
81
％
と
い

う
結
果
と
な
り
、
増
加
傾
向
が

見
ら
れ
て
い
ま
す
。
視
力
低
下

の
要
因
と
し
て
、
遺
伝
的
要
因

と
環
境
的
要
因
（
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
が

長
い
、睡
眠
時
間
が
短
い
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
扱
う
際

に
は
長
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う

に
ル
ー
ル
を
設
け
て
、
画
面
と

顔
を
30
ｃｍ
以
上
離
す
な
ど
目
の

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

【
視
力
低
下
の
サ
イ
ン
】

①
目
を
細
め
る

②
ま
ば
た
き
が
多
い

③
頻
繁
に
目
を
こ
す
る

④
テ
レ
ビ
な
ど
に
近
づ
い
て
見
る

　

こ
れ
ら
は
、
見
え
な
い
物
を

無
理
に
見
よ
う
と
す
る
時
に
あ

ら
わ
れ
や
す
い
仕
草
で
す
。
お

子
さ
ん
の
場
合
は
、
見
え
て
い

な
く
て
も
本
人
が
そ
れ
を
自

覚
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
少
な

い
の
で
、
周
囲
の
大
人
が
気
付

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
も
し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た

ら
眼
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
５
年
８
月
22
日
（
火
）

に
移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
」

が
来
村
し
献
血
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
移
動
採
血
車
で
の

献
血
は
22
名
の
方
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
結
果

〇
赤
井
川
村
役
場
駐
車
場

　

２
０
０
ml　

２
名

　
（
中
止　

２
名
）

　

４
０
０
ml　

20
名

　
（
中
止　

２
名
）

　

血
液
は
、
採
血
後
21
日
間
し

か
有
効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
16
歳
か

ら
69
歳
の
献
血
可
能
年
齢
の
方

の
人
口
減
少
に
伴
っ
て
、
道
内

で
も
全
て
の
血
液
型
で
不
足
状

態
が
続
く
見
込
み
で
す
。

　

今
年
度
、
村
内
で
実
施
す
る

献
血
は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま

す
が
、
近
隣
町
村
で
も
実
施
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
移

動
採
血
車
を
見
か
け
た
際
に
は

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

目
の
愛
護
デ
ー

緑内障の症状（白色が欠損部分）

後期中期初期

■
情
報
の
活
用
を
！

　

皆
様
は
「
火
山
登
山
者
向
け

の
情
報
提
供
ペ
ー
ジ
」
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
全
国
の
活

火
山
の
最
新
の
活
動
状
況
の
ほ

か
噴
火
が
発
生
し
た
と
き
に
発

表
す
る
「
噴
火
速
報
」
や
火
山

活
動
に
気
に
な
る
変
化
が
み
ら

れ
る
と
き
に
発
表
す
る
「
火
山

の
状
況
に
関
す
る
解
説
情
報
」

な
ど
の
即
時
的
な
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
導
入
火
山
の
み
）
や
関
係
自

治
体
が
作
成
し
て
い
る
「
火
山

防
災
マ
ッ
プ
」、
各
火
山
の
周

辺
に
設
置
し
た
「
監
視
カ
メ
ラ

映
像
」
の
リ
ン
ク
な
ど
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

火
山
周
辺
に
出
掛
け
る
、
あ

る
い
は
登
山
の
際
に
は
、「
火

山
登
山
者
向
け
の
情
報
提
供
ペ

ー
ジ
」
か
ら
対
象
の
火
山
を
選

択
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前

触
れ
も
な
く
噴
火
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
突
然
の
噴
火
に
備

え
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
を
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.data.jm

a.go.

　

jp/vois/data/tokyo/STOCK

　

/activity_info/m
ap_0.htm

l

安
全
に
火
山
に

登
る
た
め
に
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積丹町・古平町・仁木町・余市町・赤井川村にお住まいの方へ
新型コロナワクチン接種について

令和５年秋開始接種について（令和５年９月20日～令和６年３月31日）

無料！

　初回接種を終了したすべての方を対象にオミクロン株XBB.１.５に対応した１価ワクチンの接種が令和
５年９月20日から始まり、９月５日から予約の受付を開始しております。
　なお、お手元に接種券がない方には次の予定で順次接種券を発送いたしますので、届き次第ご予約くだ
さい。接種券をお持ちの方は、お手元にある接種券で接種できますのでご利用ください。

５月８日～８月31日にワクチンを接種した方 接種券発送時期

12歳以上

令和５年春開始接種
初回接種（１・２回目接種）を終了した以
下の方が対象
・高齢者（65歳以上）
・基礎疾患を有する方（12歳～64歳）
・医療従事者等

オミクロン株対応２価ワクチン

春開始接種の対象ではない方

追加接種  オミクロン株対応２価ワクチン

初回接種（１～３回目接種）
　　従来型ワクチン

①令和５年５月８日～７月23日に接種
した方は、９月４日頃発送予定です。

③令和５年８月31日までに接種した方
は、９月11日頃発送予定です。

②12歳以上の方には、10月以降に発送
を予定していますのでお待ちください。

５歳～11歳

※12歳以上65歳未満の重症化リスクが高い方のうち、令和５年
５月～８月に接種していない方で、早めの接種を希望される
方は接種券が必要ですので、裏面の“重症化リスクが高い方”
に記載されている内容をご確認のうえコールセンターへご連
絡ください。

※接種券を紛失された方もコールセンターへご連絡ください。

インターネット予約も可能です
【予約用二次元コード】

６か月
～４歳

９月１日より北後志コールセンターの電話番号が変わりました
令和５年９月１日より電話番号が変更になりましたので電話での予約の際はご注意ください。
新しいコールセンターの電話番号

☎ ０１２０ー６４１４８９

健康支援センターだより
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重症化リスクが高い方（以下の病気や状態の方で、通院または入院している方）

●９月１日から接種券発行の受付を開始しております。
　Step１　令和５年５月～８月に新型コロナワクチンを接種していない方。
　Step２　下記のⅠまたはⅡの重症化リスクに該当するか確認します。
　Step３　コールセンターに連絡し該当する番号またはアルファベットを伝えます。
　Step４　接種券が届いたらご自分で予約して接種します。

Ⅰ.18歳以上の方の場合
①慢性の呼吸器の病気
②慢性の心臓病（高血圧を含む）
③慢性の腎臓病
④慢性の肝臓病（肝硬変等）
⑤インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の

病気を併発している糖尿病
⑥血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
⑦免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍

を含む）
⑧ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療

を受けている
⑨免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
⑩神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰

えた状態（呼吸障害等）
⑪染色体異常
⑫重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的

障害が重複した状態）
⑬睡眠時無呼吸症候群
⑭重い精神疾患（精神疾患で治療のため入院して

いる、精神障害者保健福祉手帳を所持している。
又は自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ
継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を
所持している場合）

⑮基準（BMI30以上）を満たす肥満の方
※BMI＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

Ⅱ.18歳未満の方の場合
A慢性呼吸器疾患
B慢性心疾患
C慢性腎疾患 
D神経疾患・神経筋疾患
E血液疾患
F糖尿病・代謝性疾患
G悪性腫瘍
H関節リウマチ・膠原病
I内分泌疾患
J消化器疾患・肝疾患等
K先天性免疫不全症候群、HIV感染症、その他の
　疾患や治療に伴う免疫抑制状態
Lその他の小児領域の疾患（高度肥満、早産児、医
　療的ケア児、施設入所や長期入院の児、摂食障害）

その他重症化リスクが高いと医師が認めた方

【オミクロン株XBB.１.５対応ワクチンとは】
　現在流行中の新型コロナウイルスはオミクロン
株のうちのXBB系統が大部分を占めているとい
われているため、XBB系統だけに対応している
XBB.１.５対応ワクチンを使用します。

初回接種とは

●５歳以上の方 → １・２回目接種を指します。
●６か月～４歳の方　→　１～３回目接種を指します。

※初回接種は９月20日以降も引き続き実施します。

発行元：北後志５か町村（積丹町・古平町・仁木町・余市町・赤井川村）

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！最

低
賃
金
。

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
（
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
、

学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す
べ
て
の

人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次

の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

◆
時
間
額
９
６
０
円

効
力
発
生
年
月
日

　

令
和
５
年
10
月
１
日

　

最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び

時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃

金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
の
産
業
（「
処
理
牛
乳
・

乳
飲
料
、
乳
製
品
、
糖
類
製
造

業
」、「
鋼
鉄
業
」、「
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
」、「
船
舶
造
船
・
修

理
業
、
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
造

業
」）
で
働
く
方
に
は
北
海
道

の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
小
樽
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

７
６
５
１

北
海
道
最
低
賃
金

健康支援センターだより
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余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

　

10
月
15
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
増

し
に
朝
夕
の
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
、
採
暖
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
火
災
が
多
発

す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

悲
惨
な
焼
死
事
故
を
防
ぎ
、

貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
火

の
取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の
期
間
中
に
、

防
火
宣
伝
を
実
施
し
防
火
思
想

の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

令
和
５
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語

火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来

■
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ

　

ン
ト

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ス
ト
ー

ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

季
節
と
な
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
や
不
注
意
で
火
災
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
充
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
や
、

　

物
が
落
下
す
る
恐
れ
の
あ

　

る
所
で
は
使
用
し
な
い
。

○
給
油
す
る
時
や
持
ち
運
ぶ
時

　

は
、必
ず
火
を
消
す
。

○
外
出
す
る
時
や
就
寝
時
は
火

　

を
消
す
。

　

薄
暮
時
間
帯
（
夕
方
の
薄
暗

い
時
間
帯
）
は
、
目
の
細
胞
の

働
き
が
低
下
し
て
見
る
能
力
が

落
ち
る
た
め
、
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。

◇
運
転
手
は

○
歩
行
者
に
十
分
注
意

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
ス
ピ

　

ー
ド
ダ
ウ
ン

◇
歩
行
者
は

○
夜
光
反
射
材
を
身
に
つ
け
る

○
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う
に
す
る

　

な
ど
を
し
て
、
歩
行
者
を
見

　

つ
け
や
す
く
、
車
か
ら
み
つ

　

け
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
に

　

し
て
、
事
故
防
止
に
つ
と
め

　

ま
し
ょ
う
。

　

10
月
は
、
ヒ
グ
マ
が
冬
眠
に

備
え
る
た
め
、
食
料
を
探
し
て

活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

○
入
山
す
る
時
は
、
複
数
で
行

　

動
し
、
ク
マ
鈴
等
を
持
っ
て
、

　

存
在
を
知
ら
せ
る

○
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ヒ
グ
マ
の
出

　

没
情
報
等
に
気
を
付
け
る

○
一
度
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え
る
と
、

　

繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に

　

な
る
の
で
、
残
飯
等
の
処
理

　

に
気
を
つ
け
る

○
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

　

返
す

○
遭
遇
し
た
場
合
は
、
持
ち
物

　

の
回
収
は
せ
ず
、
慌
て
ず
静

　

か
に
立
ち
去
る

■
「
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
警
告
表

　

示
」
と
「
電
子
マ
ネ
ー
の
購

　

入
要
求
」
に
注
意
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中
、

突
然
、
画
面
上
に
ウ
イ
ル
ス
感

染
し
た
旨
の
警
告
と
電
話
番
号

が
表
示
さ
れ
、
電
話
を
か
け
る

と
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
費
用
と
し

て
電
子
マ
ネ
ー
の
購
入
を
要
求

さ
れ
る
と
い
う
詐
欺
事
件
が
道

内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。「
ウ

イ
ル
ス
感
染
」
と
「
電
子
マ
ネ

ー
の
購
入
要
求
」
が
あ
っ
た
場

合
は
、
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ

い
。
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に

は
絶
対
に
電
話
せ
ず
、
ま
ず
警

察
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃

９
１
１
０
」
に
電
話
を
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

薄
暮
時
間
帯

の
事
故
防
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

10
月
12
日
（
木
）
15
時
30
分

　

10
月
24
日
（
火
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

10
月
24
日
（
火
）
13
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

10
月
12
日
（
木
）
13
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

10
月
12
日
（
木
）
13
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

全
道
秋
の
火
災
予
防

運
動
実
施
に
つ
い
て

ヒ
グ
マ
に
よ
る

被
害
防
止
の
た
め
に

電
子
詐
欺
に
注
意
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

◆
開
催
月
日
／
８
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
現
況
証
明
願
い
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
農
地
基
本
台
帳
の
補
正
に
つ

　

い
て

◇
新
規
就
農
予
定
者
認
定
登
録

　

の
承
認
に
つ
い
て

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望　

９
件

 

買
受
希
望　

２
件

 

（
令
和
５
年
９
月
14
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ

　
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

解
雇
や
賃
金
未
払
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
問
題
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、

労
働
問
題
に
詳
し
い
経
験
豊
か

な
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
、
当
事

者
双
方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、

問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
助
言

等
を
行
い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る

解
決
を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。「
あ
っ
せ

ん
」
の
利
用
は
無
料
で
、
迅
速

な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
北

海
道
労
働
委
員
会　

個
別
あ
っ

せ
ん
」
と
検
索
し
て
い
た
だ
く

か
、
次
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

　

調
整
課

　
℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
６
７

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
２
回

お

知

ら

せ
個
別
的
労
使
紛
争

あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
案
内

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
は「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」

で
す
。

　

北
海
道
も
９
月
に
入
り
、
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

本
道
の
沿
岸
域
に
は
多
く
の
秋

サ
ケ
が
来
遊
し
、
産
卵
の
た
め

に
河
川
に
遡
上
す
る
姿
が
季
節

の
風
物
詩
と
し
て
、
よ
く
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
秋
サ
ケ
の
来
遊
と

と
も
に
、
秋
サ
ケ
の
採
捕
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
河
口
付
近
等
の

海
面
や
、
内
水
面
で
の
密
漁
は

毎
年
後
を
絶
た
ず
、
取
締
機
関

に
よ
る
検
挙
者
も
多
数
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
で
は
９
月
１

日
～
10
月
31
日
ま
で
を
「
秋
さ

け
密
漁
防
止
月
間
」
と
定
め
、

密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓

発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
取

締
機
関
や
民
間
団
体
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

や
指
導
取
締
り
等
の
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

秋
サ
ケ
資
源
の
保
護
と
密
漁
の

撲
滅
に
向
け
た
取
組
み
に
ご
理

解
頂
く
と
と
も
に
密
漁
者
を
見

つ
け
た
場
合
に
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
や
（
総
合
）
振
興
局
水

産
課
、
漁
協
に
連
絡
を
し
て
頂

く
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
サ
ケ
の
引
っ
掛
け
釣

り
の
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
引
っ
掛
け
釣
り
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
河
口
付
近
等
の
海
面
や
内
水

　

面
に
お
い
て
、
サ
ケ
・
マ
ス

　

を
採
捕
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

　

れ
て
お
り
ま
す
。

○
こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た

　

サ
ケ
・
マ
ス
（
卵
を
含
む
。）

　

又
は
そ
の
製
品
は
、
所
持
し
、

　

又
は
販
売
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
ま
た
、
海
面
・
内
水
面
に
か

　

か
わ
ら
ず
、
引
っ
掛
け
釣
り

　

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。（
針

　

の
種
類
に
よ
ら
ず
、
釣
り
方

　

に
よ
り
違
法
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
）

○
違
反
し
た
者
は
そ
の
内
容
に

　

応
じ
、
最
高
で
懲
役
３
年
以

　

下･

罰
金
３
０
０
万
円
以
下

　

の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
令
和
２
年
12
月
１
日
付
け
の

　

改
正
漁
業
法
の
施
行
に
よ
り
、

　

懲
役
３
年
以
下･

罰
金
３
０
０

　

万
円
以
下
の
罰
則
に
引
き
上

　

げ
ら
れ
ま
し
た
。

秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
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左
記
の
と
お
り
、

第
３
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
31
日
（
火
）

　

14
時
～
15
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
10
時
ま
で

に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡

頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時
間
外

で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

年　金　だ　よ　り

　簡単な手続きを一度すると、以降は自動的に口座振替が継続
されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で月々納付の場合は、当月分の保険料を翌月末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に納めることになっています。当月分の保険料をその月に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　納める「早割制度」を申し込むと、１月あたり50円（年間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600円）の割引になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早割制度を申し込むと、最初の２ヶ月分をまとめて納め、
　　　まずは申し込みをする金融機関を決め、手続きに必要な　　　以後は当月分の保険料を納めていただくことになります。
ものを準備します。
■口座振替の　　■手続きに必要なもの
　できるところ　〇国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書
〇銀行　　　　　　（金融機関にもあります）
〇郵便局　　　　〇預(貯)金通帳
〇農協　〇漁協　〇通帳届出印
〇信用組合　　　〇保険料納付書
〇信用金庫　　　　（年金手帳など基礎年金番号のわかるものでも可）
〇労働金庫

　　　国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書をお持ちの
人はあらかじめ書いておくこともできます。お持ちでない方は
金融機関で必要事項をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で６ヶ月分や1年分、2年分などの保険料を前納
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると、前納の割引と口座振替の早割制度がどちらも適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になり、もっともお得な納付方法となります。

　　　口座振替の開始は申込みの１～２ケ月後となります。　　　　※詳しくは小樽年金事務所（℡0134-65-5003）までお問
開始前の月分の保険料は納付書で納めてください。　　　　　　　　　い合わせください。

必要なものを準備します

※現在口座振替で納付している人が早割制度をご希望の場
　合は改めて申し込みが必要です。

手続きの手順

ちょっとお得な「早割制度」

前納制度を利用すればさらにお得

手続き完了！

お得な早割制度が
登場！

国民年金の口座振替
手続きは簡単です

1

2

3

書類を窓口に提出します

保険料が口座から引き落とされます

４月 ６月 ７月５月
通常の納付

毎月前納を
始める場合

３月分を納付　４月分を納付　５月分を納付

↑↑↑

↑ ↑↑

３・４月分を　５月分を納付　６月分を納付
納付

　申し込みに締切について　　　　　　　　　　　　前納による口座振替を申し込んだ方へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替日について

★口座振替のお申込にあたっての注意★

　前納による口座振替をお申し込みの場合、引き落とし月ま
での保険料は、手続きが済み次第、毎月納付の口座振替と
なります。

　口座引き落
としの前々月
末までにお申
し込みくださ
い。

　口座振替の引き落としは月末です。ただし、月末が休日の
場合は、毎月納付は翌営業日、前納は直前の営業日となります。

２月
４月から毎月納付する場合例

３月 ５月４月

例 ４～９月分の６ヶ月分、または１年分、２年分を前納する場合

３月２月 ４月～９月または、翌年、翌々年３月

口座振替
開始

前納額を
引き落とし

２月末日まで
に申し込み

２月末日まで
に申し込み



11 広報あかいがわ　2023.10.1

INFORMATION

赤井川村DMOの活動報告
赤井川村の皆さんDMO（観光地域づくり法人）ってご存じですか？
　DMOは、観光庁が進めている観光づくりのための登録制度で、日本の観光ビジネスが世界に負けない
魅力ある観光づくりを地域一体となって取り組む法人の事を言います。
　赤井川村にもこのような取組を目指す法人（一社）赤井川村国際リゾート推進協会（以下、DMO）が３
年前に発足して村内の農業生産者、事業者さんと様々な取組を行っています。今年９月に開催した第１回

「まるっとカルデラ農村フェス」では主に商工会とDMOが役割を分担し、事務局として携わっていました。
そこで今回、DMOの活動を村民の方々にも広く知って頂きたいとの思いで、DMOの役割とその活動につ
いてご紹介したいと思います。

赤井川DMOの目的
　人口減少が進む中これからの地域産業を支えていく重要なコンテンツが観光産業です。これは赤井川村
に限ったことではなく様々な自治体が観光業による地域経済の立て直しに向けて動いています。この赤井
川村も同じで村内の関連事業とともに観光産業の発展に向け取り組む一方で、これらの取り組みを地域経
済につなげていくことを目指して設立致しました。

DMOの理論・概念（Destination Marketing Organization）
　ＤＭＯの「Ｄ」は、目標（目指すスタイル）の事で、DMOは観光産業を通して、様々な形で赤井川村で
の暮らし、住みやすい村づくりに貢献していく事を目指しています。DMOは観光事業のためだけに活動
する組織だ！と思われがちですが、決してそうではありません、観光という入口を通して地域の方々が、
様々な形でその恩恵を受けられる仕組みづくりも需要な取組の１つと考えています。そして「Ｍ」は、そ
れをどうやって成し得るのか「計画性のある戦略」の立案、「Ｏ」は、地域の方々への「思い」や「理解」
支持は得られているのかという３つの柱からなっています。これからも村民の皆様にご理解頂ける様な取
組を行って参りたいと思っております。

観光を通しての恩恵って何？
　例えば、キロロに来る観光客に赤井川村の食材を使った料理を提供してもらうこと、村内の生産者から
安定的に食材を仕入れるための仕組みづくりをお手伝いする事です。その他にも小樽や札幌へ向かうス
キーバスがもっと村民の方々が利用しやすい運用にする事ができたら、交通という観光事業を通して暮ら
しが良くなります。それには今運行している「村バス」との連携やバス事業そのものの申請等、まだ乗り
越えなければならない課題も沢山ありますが、そういった課題を一つずつクリアして行く事で徐々に村の
暮らしが良くなっていくと考えています。ＤＭＯは、これからも赤井川村に即したスタイルで、観光業地
域づくりの為の取組を行って参ります。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
、
ビ
ニ
ー
ル

類
は
『
産
業
廃
棄
物
』
で
あ
り

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
必

要
で
す
。

　

今
年
も
、
次
の
日
程
で
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
を
行
い
ま
す
の
で

農
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
回
収
日
時

　

11
月
１
日
（
水
）

　

８
時
～
15
時

　

11
月
２
日
（
木
）

　

８
時
～
正
午

■
回
収
場
所

　

旧
：
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
赤
井
川

　

事
業
所
敷
地
内

■
留
意
事
項

①
左
記
の
と
お
り
分
別
の
徹
底

　

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ポ
リ
マ
ル
チ
、
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル

　

ム
、
ビ
ニ
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
バ

　

ン
ド
等
で
固
定
ま
た
は
、
小

　

さ
く
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。）、

　

そ
の
他
（
肥
料
袋
、
ポ
リ
鉢
、

　

セ
ル
ト
レ
ー
等
）

②
細
か
い
物
は
、
風
で
飛
ば
な

　

い
よ
う
に
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
等

　

で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

③
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
ポ
リ
類
、

　

ビ
ニ
ー
ル
類
を
詰
め
て
の
受

　

入
は
行
い
ま
せ
ん
。
フ
レ
コ

　

ン
バ
ッ
ク
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

　

処
理
す
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

　

の
み
を
入
れ
て
搬
入
し
て
下

　

さ
い
。

④
排
出
量
の
計
測
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
当
日
は
係
員
の
指
示

　

に
従
う
よ
う
お
願
い
致
し
ま

　

す
。

⑤
回
収
は
農
業
者
の
方
の
み
に

　

限
り
ま
す
。
一
般
の
方
の
持

　

ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
ご
不
明
な
点
に
つ
き

　

ま
し
て
は
、
左
記
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
営
農
経

　

済
部
営
農
課

　

℡
０
１
３
５

－

３
２

－

２
５
２
５

　

自
衛
官
候
補
生
・
防
衛
大
学

校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医

学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
説
明
会
を

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　
℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

農
業
用
廃
プ
ラ
回
収

自
衛
官
募
集
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札幌市とキロロを結ぶスキーバス運行
　コロナ禍の影響でバス路線の存続が困難となったことから
DMOが主体となって存続を目指した新たなスキーバス運行を
開始しました。今まで札幌市内を中心としたホテルルートと
札幌駅前ルートの２路線ありましたが、それをハイブリッド
なルートに変更し実証運行を行いました、結果は、54日間の
運行で２，５８７名の乗車、バス事業単体では、わずかに採算
路線に届きませんでしたが、次年度の継続運行が確定してい
ます。この冬は、バス事業単体での事業収益の確保を目指し
ています。

地産地消をコンセプトとした「ブラッスリ―AKAIGAWA」をプロデュース
　DMOでは、赤井川村の特産品を活用した料理開発を地域の生産者、事業者と進めて参りました。そして、
それを提供する場所として選んだのが、スキー場のレストランです。地域の魅力（特産品）を観光コンテ
ンツと結びつけられる取組としてキロロリゾートの協力を得て、DMOがプロデュースする赤井川村をコ
ンセプトとしたゲレンデレストランです。赤井川村の料理「トンジスカン」「越冬野菜の豚汁」「濃厚トマ
トラーメン」「かぼちゃ饅頭」等赤井川村の食材を使った料理を提供しました。
　その中でも濃厚トマトラーメンは、３，０００食を販売する大ヒット商品となりました。

赤井川村の魅力を商品にしたコンテンツ開発への挑戦！
　観光スタイルは、今や景勝地ツアーからアクティブな体験型へと移り、観光コンテンツも多様化の時代
に入って来ています。この村の中にもたくさんの魅力的な素材がありますので、それを商品化すべく様々
な取組を行ってきました。柱となったのは、農業体験となりますが、その他、赤井川村のパワースポット
でもある冷水峠の眺望を商品化を目指した「冷水峠の雲海朝食」冬期には「冷水峠でのミステリーツアー」
を行いました。

主なプログラム開発事業
　５月 アスパラの収穫体験・７月 トマト夏野菜の収穫体験・８月 とうもろこし収穫体験・９月 じゃが
いもの収穫体験、冷水峠の雲海朝食・２月 冷水峠のスノーシューツアー。
　DMOはこれからも村内の事業者と連携して魅力的なプログラム開発に向けた取組を継続して実施して
参ります。詳しい内容については、赤井川村DMOのWEBサイト「カルデラの里AKAIGAWA」にて、ご
確認ください。

令和４年度の取り組み
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赤井川村の特産品PR「赤井川村ふるさとまつり」を生産者さんと一緒に
　「カルデラの味覚まつり」がコロナ禍で開催されなくなった事がきっかっけとなり、お祭りの主役となっ
ていた農産物をPRするためのイベント「赤井川村ふるさとまつり」を村農泊推進協議会と協力して企画・
運営し、今年で２回目の開催となりました。場所は、ウイングベイ小樽でカットメロンの試食販売や夏野
菜の販売等、近隣の方々にも村の特産品を味わってもらいました。
　そしてこの秋、赤井川村のBIGプロジェクト「まるっとカルデラ農村フェス」実行委員会の立ち上げに
商工会、観光協会とともにDMOも加わり、開催に向けた準備を進めて参りました。村民の方々に喜んで
頂くのは勿論、遠方から来て頂いたお客様にも満足頂ける観光コンテンツにすべく関係者一丸となって取
り組んで参りました。

　
「
不
正
軽
油
」
と
は
、
軽
油

に
灯
油
や
重
油
な
ど
混
ぜ
た

「
混
和
軽
油
」
や
軽
油
以
外
の

石
油
製
品
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

「
製
造
軽
油
」な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
燃
料
用
と
し
て
販
売
又
は
使

用
し
ま
す
と
軽
油
引
取
税
の
脱

税
行
為
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
不
正
軽
油

は
、
排
気
ガ
ス
中
の
Ｐ
Ｍ
（
粒

子
状
物
質
）
や
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素

酸
化
物
）
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　

北
海
道
で
は
、
10
月
を
「
不

正
軽
油
防
止
強
化
月
間
」
と
し
、

不
正
軽
油
を「
作
ら
な
い
」・「
売

ら
な
い
」・「
買
わ
な
い
」・「
使

わ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
、
不

正
軽
油
撲
滅
の
取
組
み
を
し
ま

す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
次
の
と
こ
ろ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

不
正
軽
油
１
１
０
番
（
通
話

　

量
無
料
）

　

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

　
℡
０
８
０
０

－

８
０
０
２

－

１
１
０

　

小
樽
道
税
事
務
所
課
税
課

　
℡
０
１
３
４

－

２
３

－

９
４
９
２

　
（
内
線
２
２
０
）

10
月
は
「
不
正
軽
油
防

止
強
化
月
間
」
で
す

　DMOに関するご質問や観光事業に関する問い合わせ等がございましたら、商工会、観光協会へご連絡
頂いても構いません、DMOと連携しておりますので迅速に対応します。

令和５年度の新たな取り組み
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

10
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.8.15 0.051 晴れ
8.18 0.051 晴れ
8.22 0.051 晴れ
8.25 0.055 晴れ
8.29 0.051 晴れ
9.1 0.051 雨
9.5 0.056 晴れ
9.8 0.052 くもり
9.12 0.064 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　皆さんは「デコ活」という言葉を聞いたことがありますか。デコ活は2050年カーボンニュートラル及び2030
年度削減目標の実現に向けて、国民・消費者の行動変容、ライフスタイル変革を強力に後押しするための新し
い国民運動です。脱炭素につながる将来の豊かな暮らしの全体像・絵姿をご紹介するとともに、国・自治体・企業・
団体等で共に、国民消費者の新しい暮らしを後押しします。ここでは国民の皆さまの暮らしを豊かによりよくす
る具体的な取り組みとして、デ・コ・カ・ツにちなんだ”まずはここから”４アクションを紹介します。
・デ　電気も省エネ　断熱住宅（電気代をおさえる断熱省エネ住宅に住む）
・コ　こだわる楽しさ　エコグッズ（LED・省エネ家電などを選ぶ）
・カ　感謝の心　食べ残しゼロ（食品の食べきり、食材の使い切り）
・ツ　つながるオフィス　テレワーク（どこでもつながれば、そこが仕事場に）
デコ活をもっと知りたい方は下記のQRコードから環境省ホームページにアクセスできますので、是非ご覧ください。

  「ゼロカーボン」ってなあに？　
　 第11回　デコ活について

出典　環境省ホームページ　https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/

北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
度
北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
を
次
の
通
り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

訓
練
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
10
月
1
日
の
区
会
回
覧

で
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
す
る

予
定
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　

10
月
25
日
（
水
）
８
時
30
分
～

■
実
施
日
時

　

泊
発
電
所
周
辺
13
町
村
及
び

　

北
海
道

■
実
施
日
時

◇
災
害
対
策
本
部

◇
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ

　

Ｆ
Ｃ
）
運
営
訓
練

◇
広
報
訓
練

◇
緊
急
時
通
信
訓
練

◇
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

　

リ
ン
グ
訓
練　

な
ど

※
今
年
度
赤
井
川
村
で
は
住
民

　

避
難
訓
練
は
予
定
し
て
お
り

　

ま
せ
ん
。
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人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９５９ １４１ １，１００ ＋６

男 ４８４ ９２ ５７６ ＋５

女 ４７５ ４９ ５２４ ＋１

世帯数 ５０４ １２９ ６３７ ＋１０

※令和５年８月31日現在

住
民
の
ま
ど

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

藏
谷　

幸
作
さ
ん　

91
歳　

落
合

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

指
定
寄
附
金
（
教
育
及
び
高
齢
者

福
祉
の
た
め
）
と
し
て　

20
万
円

瀬
尾　

敬
一　

様

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
８
月
15
日
～
９
月
14
日
〉

（
８
月
）

16
日
◇
地
域
医
療
推
進
局
地
域

　
　
　

医
療
課
訪
問
／
札
幌
市

17
日
◇
官
民
連
携
事
業
意
見
交

　
　
　

換
会
／
札
幌
市

18
日
◇
日
本
で
最
も
美
し
い
村

　
　
　

づ
く
り
北
海
道
連
携
会

　
　
　

議
／
札
幌
市
／
～
19
日

　
　

◇
臨
時
議
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
知
事
面
談
／
札

　
　
　

幌
市

21
日
◇
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
Ｍ
ｅ
ｄ
（
ｋ

　
　
　

ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
）
日
本
代

　
　
　

表
デ
ィ
エ
ゴ
氏
他
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
通
夜
出
席
／
小
樽
市

23
日
◇
手
稲
渓
仁
会
訪
問
／
札

　
　
　

幌
市

　
　

◇
北
海
道
電
力
役
員
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
森
を
育
て
緑
を
語
る
会

　
　
　

連
携
会
議
／
字
赤
井
川

24
日
◇
郵
便
局
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
令
和
５
年
度
自
衛
隊
協

　
　
　

力
会
後
志
隊
区
連
合
会

　
　
　

定
期
総
会
・
懇
親
会
／

　
　
　

倶
知
安
町

25
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
立
憲
民
主
党
第
４
区
総

　
　
　

支
部
後
志
地
域
国
政
・

　
　
　

道
政
懇
話
会
／
倶
知
安
町

26
日
◇
カ
ル
デ
ラ
の
森
森
林
整

　
　
　

備
／
字
赤
井
川

27
日
◇
留
寿
都
産
業
ま
つ
り
／

　
　
　

留
寿
都
村

28
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ

　
　
　

ジ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
　
　

に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
上
毛
町
関
係
者
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

29
日
◇
小
樽
済
生
会
病
院
訪
問

　
　
　

／
小
樽
市

30
日
◇
広
域
化
連
携
推
進
会
議

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
地
域
づ
く
り
連
携

　
　
　

会
議
／
字
赤
井
川

31
日
◇
中
村
代
議
士
意
見
交
換

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
立
教
大
学
大
学
院
生
村

　
　
　

づ
く
り
懇
談
／
字
赤
井
川

（
９
月
）

１
日
◇
赤
井
川
小
学
校
地
域
公

　
　
　

開
参
観
日
／
字
赤
井
川

２
日
◇
第
11
特
科
隊
訓
練
見
学

　
　
　

会
／
恵
庭
市

３
日
◇
真
狩
村
ほ
く
ほ
く
ま
つ

　
　
　

り
／
真
狩
村

４
日
◇
北
海
道
新
聞
取
材
／
字

　
　
　

赤
井
川

７
日
◇
ク
ロ
ス
ホ
テ
ル
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
自
由
民
主
党
第
四
選
挙

　
　
　

区
移
動
政
調
会
／
余
市
町

　
　

◇
地
域
公
共
交
通
ア
ド
バ

　
　
　

イ
ザ
ー
と
懇
談
／
札
幌
市

８
日
◇
北
海
道
運
輸
局
訪
問
／

　
　
　

札
幌
市

９
日
◇
ま
る
っ
と
カ
ル
デ
ラ
農

　
　
　

村
フ
ェ
ス
／
字
赤
井
川

　
　
　

／
～
10
日

11
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
３
回

　
　
　

定
例
会
／
字
赤
井
川
／

　
　
　

～
12
日

12
日
◇
立
憲
民
主
党
荒
井
衆
議

　
　
　

院
議
員
セ
ミ
ナ
ー
・
懇

　
　
　
談
会
／
札
幌
市
／
～
13
日

13
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

14
日
◇
敬
老
会
／
字
赤
井
川

９
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

18
日
◇
予
算
特
別
委
員
会

21
日
◇
第
１
回
山
村
活
性
化
支

　
　
　

援
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

　
　
　

候
補
者
選
定
委
員
会

22
日
◇
教
育
委
員
会
議

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
下
水
道
工
事
検
定

25
日
◇
入
札

28
日
◇
農
業
委
員
会
総
会

30
日
◇
赤
井
川
村
立
小
学
校
適

　
　
　

正
配
置
検
討
委
員
会

31
日
◇
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　
　
　

委
員
会
議

■
日
時

　

10
月
18
日
（
水
）

　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
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■今月の表紙
　今月の表紙はまるっとカルデラ農村フェ
スです。今年初の開催となりましたが、他
町村や企業の皆さまのご協力もあり、大盛
況のうちに終了することができました。
　タイトルにあるように、まさにまるっと赤
井川の良さがつまっており、旬の野菜や、グ
ルメ、イベントが楽しめるお祭りでした。

む
ら
の
日
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８
月
）
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川小学校１日防災学校
撮影：教育委員会　場所：赤井川小学校　撮影日：2023年8月29日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

■今年も残すところ３ヶ月となりました。１年が過ぎるのはあっとい
う間ですね。フランスの哲学者ポール・ジャネが発案したジャネーの
法則によると、年月の長さは年少者にはより長く、年長者にはより短
く感じるそうです。１年間で考えると、30歳の人にとっては人生の30
分の１ですが、５歳の子にとっては人生の５分の１に相当するので、
感じ方に６倍差があると考えられています。とても面白い考え方です
よね。皆さんは今年の１年間をどう感じられるでしょうか。（B）




